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２０１８年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【民 法】 

 

問題 1  Ａは、甲土地をＢに売却する契約を平成２９年１月２０日に締結し、同

月２５日に引き渡すと共に移転登記も経由した。しかし、Ａは、同年３

月１０日になってその売買契約の意思表示を取り消した。この場合につ

いて、下記の小問に答えなさい。解答に際しては、根拠条文と法的理由

を示し、判例がある場合は判例に従って答えなさい（各小問はそれぞれ

独立した問いである）。 

 

（１） Ｂは同年２月１５日にすでに、Ｃへと甲土地を転売し、移転登記も２月

２０日に経由していた。ＡはＣに対して、Ｂへの売買契約は取り消したの

で自らが所有者であるとし、他方ＣはＢから所有権を取得したと主張して

いる。 

 

問１  Ａの取消しがＢによる詐欺を理由とする場合、ＡはＣから甲土地を取り

戻すことができるか、解答しなさい。 

 

問２  Ａの取消しがＢによる強迫を理由とする場合、ＡはＣから甲土地を取り

戻すことができるか、解答しなさい。 

 

（２） Ａの取消しがＢによる強迫を理由としていた場合、Ａは取り消したこと

で安心してしまい、他の仕事などで忙しかったので、登記も自己名義に移

転していなかったところ、６月１５日にＤがＢから甲土地を買い受けた。 

 

問１  ＡはＤから甲土地を取り戻すことができるか。Ｄへの移転登記がなされ

ていた場合となされていなかった場合に分けて解答しなさい。 

 

問２  ＤがＡ・Ｂ間の売買契約がＢの強迫によって取り消されたことを知って

いた場合は、どうなるか、解答しなさい。 

 

問３  ＤがＢの知人であり、ＢがＡに対し強迫をすることをＢから事前に聞い

ていて、強迫の仕方など相談を受けたのでアドバイスしていた場合はどうか、

解答しなさい。 
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問題２  次の[事例１][事例２]を読んで、それぞれの小問に解答しなさい。 

 

 [事例１] 

 Ａは、甲土地及び乙土地を所有している。Ｂは、自分の作った工芸品の展示

販売を行うために、甲乙両土地を賃借したいとＡに申し入れた。Ａは、Ｂの申

入れに応じて、甲土地はＢが展示販売場としての建物を所有する目的で賃貸し、

乙土地はお客さん用の駐車場として使用する目的で賃貸することを認めた。そ

して、ＡとＢは、平成２８年１０月１日、甲土地に関する借地契約（賃料月額

３０万円、期間３０年）と乙土地に関する賃貸借契約（賃料月額１０万円、期

間３年）とを締結した。 

 Ｂは、平成２９年２月１０日、甲土地上に丙建物を建築して所有権保存登記

をした上で、翌３月１日から販売展示場での営業を開始した。しかしながら、

Ｂの工芸品は思ったよりも売れなかったため、Ｂは、工芸品が売れるようにな

る時期が来るまでの暫定的な措置として、甲土地上に建築した丙建物及び乙土

地を賃料月額合計３０万円で友人Ｃに賃貸して、できるだけ損失を圧縮しよう

と思っている。Ａとしては、Ｂの工芸品がいつ売れるようになるかもわからな

いし、不安定な状況で全く知らないＣが関わってくることを不快に感じている。 

 

問１  Ｂが丙建物をＣに賃貸した場合、Ａは甲土地の借地契約を解除できるか、

解答しなさい。 

問２  Ｂが乙土地をＣに賃貸した場合、Ａは乙土地の賃貸借契約を解除できる

か、解答しなさい。 

問３  ＢがＡに対して、平成２９年９月以降、甲土地の賃料を月額２０万円し

か支払わなくなった場合、Ａは同年１０月末日をもって甲土地の借地契約を

解除できるか、解答しなさい。 

 

 [事例２] 

 [事例１]の事実に加え、その後、ＡはＢＣとの関係がぎくしゃくしたことか

ら、古くからの知人であるＤに甲土地及び乙土地を売却し、Ｄに対する所有権

移転登記も了した。Ｄは、ＢＣに対して甲土地及び乙土地を明け渡して欲しい

と思っている。 

 

問４  Ｄは、Ｂに対して、丙建物を収去して甲土地を明け渡せと請求できるか、

解答しなさい。 

問５  Ｄは、Ｃに対して、乙土地を明け渡せと請求できるか、解答しなさい。 


